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環境変数

ONTAP NDMPでサポートされている環境変数について学習し
ます

環境変数は、NDMP 対応バックアップ アプリケーションとストレージ システム間のバ
ックアップまたはリストア操作に関する情報を伝達するために使用されます。

たとえば、ユーザーがバックアップ アプリケーションで `/vserver1/vol1/dir1`をバックアップするように指定
した場合、バックアップ アプリケーションはFILESYSTEM環境変数を `/vserver1/vol1/dir1`に設定します。同
様に、ユーザーがバックアップをレベル1のバックアップにするように指定した場合、バックアップ アプリケ
ーションはLEVEL環境変数を1に設定します。

通常、環境変数の設定と確認についてバックアップ管理者の対応は不要で、バックアップ アプ
リケーションによって自動的に設定されます。

バックアップ管理者が環境変数を指定することはまれですが、機能やパフォーマンスの問題を特定または回避
するために、バックアップ アプリケーションによって設定された環境変数の値の変更が必要になる場合があ
ります。たとえば、パフォーマンスや機能の問題が、バックアップ アプリケーションによるファイル履歴情
報の処理に起因しているかどうかを調べる場合、管理者はファイル履歴の生成を一時的に無効にすることがあ
ります。

多くのバックアップ アプリケーションでは、環境変数を無効化または変更したり、新たに環境変数を指定し
たりできます。詳細については、ご使用のバックアップ アプリケーションのマニュアルを参照してくださ
い。

ONTAPでサポートされる環境変数

ONTAPは環境変数をサポートしており、環境変数にはデフォルト値が関連付けられています。ただし、これ
らのデフォルト値は手動で変更できます。

バックアップ アプリケーションによって設定された値を手動で変更すると、アプリケーションが予期しない
動作をする可能性があります。これは、バックアップまたは復元操作がバックアップ アプリケーションの想
定通りに動作しない可能性があるためです。ただし、場合によっては、適切な変更を行うことで、問題の特定
や回避に役立つことがあります。

以下の表は、dumpとSMTapeで共通の動作をする環境変数と、dumpとSMTapeでのみサポートされる環境変
数の一覧です。また、これらの表には、ONTAPでサポートされている環境変数を使用した場合の動作につい
ても説明されています：

ほとんどの場合、 `Y`という値を持つ変数は `T`も受け入れ、 `N`も `F`を受け入れます。

ダンプとSMTapeでサポートされる環境変数

環境変数 有効な値 デフォルト 概要

DEBUG Y または N N デバッグ情報を出力する
ことを指定します。
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環境変数 有効な値 デフォルト 概要

ファイルシステム string none バックアップするデータ
のルートのパス名を指定
します。

NDMP_VERSION return_only none NDMP_VERSION変数は
変更しないでください。
バックアップ操作によっ
て作成され
るNDMP_VERSION変数
は、NDMPのバージョン
を返します。

ONTAPは、内部使用のた
め、およびバックアップ
アプリケーションに情報
として渡すために、バッ
クアップ中
にNDMP_VERSION変数
を設定します。NDMPセ
ッションのNDMPバージ
ョンは、この変数では設
定されません。

PATHNAME_SEPARATO

R
return_value none パス名の区切り文字を指

定します。

この文字は、バックアッ
プ対象のファイルシステ
ムによって異なりま
す。ONTAPの場合、この

変数には文字「/」が割り
当てられます。NDMPサ
ーバはテープ バックアッ
プ処理を開始する前にこ
の変数を設定します。

タイプ dump または smtape dump tape backupおよび復元操
作を実行するためにサポ
ートされるバックアップ
の種類を指定します。

詳細 Y または N N テープ バックアップまた
はリストア操作の実行中
にログ メッセージを増や
します。
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ダンプでサポートされる環境変数

環境変数 有効な値 デフォルト 概要

ACL開始 return_only none バックアップ操作によっ
て作成される
ACL_START 変数は、ダ
イレクト アクセス リスト
アまたは再開可能な
NDMP バックアップ操作
で使用されるオフセット
値です。

オフセット値は、ダンプ
ファイル内のACLデータ
（Pass V）の開始位置を
示すバイトオフセット
で、バックアップの終了
時に返されます。ダイレ
クトアクセスリストア操
作でバックアップデータ
を正しくリストアするに
は、リストア操作の開始
時にACL_START値を渡す
必要があります。NDMP

の再開可能なバックアッ
プ操作では、ACL_START

値を使用して、バックア
ップストリームの再開不
可能な部分の開始位置を
バックアップ アプリケー
ションに通知します。
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環境変数 有効な値 デフォルト 概要

BASE_DATE 0、 -1、または
`DUMP_DATE`値

-1 増分バックアップの開始
日を指定します。

`-

1`に設定すると、B

ASE_DATE増分指定
子は無効になります

。レベル0のバック

アップで

`0`に設定すると、
増分バックアップが
有効になります。最
初のバックアップ後
、前回の増分バック

アップのDUMP_DAT

E変数の値がBASE_

DATE変数に割り当
てられます。

これらの変数
は、LEVEL/UPDATE ベー
スの増分バックアップの
代替手段です。

DIRECT Y または N N 復元時にテープ全体をス
キャンするのではなく、
ファイル データが存在す
るテープ上の場所に直接
早送りすることを指定し
ます。

ダイレクトアクセスリカ
バリが機能するには、バ
ックアップ アプリケーシ
ョンが位置情報を提供す
る必要があります。この
変数が `Y`に設定されてい
る場合、バックアップ ア
プリケーションがファイ
ル名またはディレクトリ
名と位置情報を指定しま
す。
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環境変数 有効な値 デフォルト 概要

DMP_NAME string none 複数のサブツリーのバッ
クアップの名前を指定し
ます。

この変数は複数のサブツ
リーのバックアップに必
須です。

DUMP_DATE return_value none この変数は直接変更しな
いでくださ
い。BASE_DATE変数が
`-1`以外の値に設定されて
いる場合は、バックアッ
プによって作成されま
す。

DUMP_DATE変数は、32

ビットのレベル値をダン
プ ソフトウェアによって
計算された32ビットの時
刻値の前に付加すること
で生成されます。レベル
は、BASE_DATE変数に
渡された最後のレベル値
から増分されます。その
結果得られた値は、以降
の増分バックアップ
のBASE_DATE値として
使用されます。
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環境変数 有効な値 デフォルト 概要

拡張DARが有効 Y または N N 拡張DAR機能を有効にす
るかどうかを指定しま
す。拡張DAR機能は、デ
ィレクトリDARとNT

Streamsを使用したファ
イルのDARをサポートし
ます。これによりパフォ
ーマンスが向上します。

復元中の拡張 DAR は、次
の条件が満たされている
場合にのみ可能です：

• ONTAPは拡張DARを
サポートします。

• バックアップ中にフ
ァイル履歴が有効に
なっています
（HIST=Y）。

•

`ndmpd.offset_map.e

nable`オプションは
`on`に設定されていま
す。

• 復元中に
ENHANCED_DAR_E

NABLED 変数が `Y`に
設定されます。
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環境変数 有効な値 デフォルト 概要

EXCLUDE pattern_string none データのバックアップ時
に除外するファイルまた
はディレクトリを指定し
ます。

除外リストは、ファイル
名またはディレクトリ名
をカンマで区切ったリス
トです。ファイル名また
はディレクトリ名がリス
ト内のいずれかの名前と
一致する場合、そのファ
イルはバックアップから
除外されます。

除外リストに名前を指定
する際には、次のルール
が適用されます：

• ファイルまたはディ
レクトリの正確な名
前を使用する必要が
あります。

• ワイルドカード文字
であるアスタリスク
(*) は、文字列の最初
または最後の文字で
ある必要がありま
す。

各文字列には最大 2

つのアスタリスクを
含めることができま
す。

• ファイル名またはデ
ィレクトリ名のカン
マの前には、バック
スラッシュを付ける
必要があります。

• 除外リストには最
大32個の名前を含め
ることができます。
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バックアッ
プから除外
するように
指定された
ファイルま
たはディレ
クトリ
は、NON_

QUOTA_T

REE を `Y`

に同時に設
定した場
合、除外さ
れません。

環境変数 有効な値 デフォルト 概要

EXTRACT Y、 N、または E N バックアップされたデー
タ セットのサブツリーを
復元することを指定しま
す。

バックアップ アプリケー
ションは、抽出するサブ
ツリーの名前を指定しま
す。指定されたファイル
が、バックアップされた
内容を持つディレクトリ
と一致する場合、そのデ
ィレクトリは再帰的に抽
出されます。

DAR を使用せずにリスト
ア中にファイル、ディレ
クトリ、または qtree の
名前を変更するに
は、EXTRACT 環境変数
を `E`に設定する必要があ
ります。

EXTRACT_ACL Y または N Y 復元操作時にバックアッ
プされたファイルから
のACLが復元されること
を指定します。

デフォルトでは、DAR

（DIRECT=Y）を除き、
データを復元するときに
ACL が復元されます。
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環境変数 有効な値 デフォルト 概要

FORCE Y または N N 復元操作で、デスティネ
ーション ボリューム上の
ボリューム スペースと
inode の可用性を確認す
る必要があるかどうかを
決定します。

この変数を `Y`に設定する
と、復元操作で、宛先パ
ス上のボリューム スペー
スと inode の可用性のチ
ェックがスキップされま
す。

復元先ボリュームに十分
なボリューム スペースま
たはinodeがない場合、復
元処理では、復元先ボリ
ューム スペースとinode

の可用性に基づいて可能
な限り多くのデータが復
元されます。ボリューム
スペースまたはinodeが利
用できなくなると、復元
処理は停止します。
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環境変数 有効な値 デフォルト 概要

HIST Y または N N ファイル履歴情報がバッ
クアップ アプリケーショ
ンに送信されることを指
定します。

ほとんどの市販バックア
ップ アプリケーション
は、HIST変数を `Y`に設
定します。バックアップ
操作の速度を上げたい場
合や、ファイル履歴収集
に関する問題をトラブル
シューティングしたい場
合は、この変数を `N`に設
定できます。

バックアッ
プ アプリ
ケーション
がファイル
履歴をサポ
ートしてい
ない場合
は、HIST

変数を `Y`

に設定しな
いでくださ
い。
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環境変数 有効な値 デフォルト 概要

IGNORE_CTIME Y または N N 前回の増分バックアップ
以降にファイルの ctime

値のみが変更された場合
は、ファイルが増分バッ
クアップされないことを
指定します。

ウイルス スキャン ソフト
ウェアなどの一部のアプ
リケーションは、ファイ
ル自体やその属性が変更
されていないにもかかわ
らず、inode 内のファイ
ルの ctime 値を変更しま
す。その結果、増分バッ
クアップでは変更されて
いないファイルがバック
アップされる可能性があ
ります。
`IGNORE_CTIME`変数
は、ctime 値の変更によっ
て増分バックアップに許
容できないほどの時間と
容量がかかる場合にのみ
指定してください。
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`NDM

P

dump

`コマ
ンド

は、

`IGN

ORE_

CTIM

E`を
デフ
ォル

トで

`fal

se`に
設定
しま

す。

`tru

e`に
設定
する
と、
以下
のデ
ータ
損失
が発
生す
る可
能性
があ
りま
す：

1.

`IGNO

RE_CT

IME`を
ボリュ
ーム レ
ベルの
increm

ental

`ndmpc

opy`で
true に
設定す
ると、
ソース
上の

環境変数 有効な値 デフォルト 概要

IGNORE_QTREES Y または N N 復元操作で、バックアッ
プされた qtree から qtree

情報を復元しないことを
指定します。

レベル 0-31 0 バックアップ レベルを指
定します。

レベル0はデータセット全
体をコピーします。0より
大きい値で指定される増
分バックアップ レベルで
は、前回の増分バックア
ップ以降のすべてのファ
イル（新規または変更さ
れたファイル）がコピー
されます。例えば、レベ
ル1はレベル0のバックア
ップ以降の新規または変
更されたファイルをバッ
クアップし、レベル2はレ
ベル1のバックアップ以降
の新規または変更された
ファイルをバックアップ
します。

LIST Y または N N 実際にデータを復元せず
に、バックアップされた
ファイル名とinode番号を
一覧表示します。

qtree の一覧表示 Y または N N 実際にデータを復元せず
に、バックアップされた
qtree を一覧表示します。
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qtree

間で移
動され
たファ
イルが
削除さ
れま
す。

2.

`IGNO

RE_CT

IME`が
ボリュ
ーム レ
ベルの
増分ダ
ンプ中
に true

に設定
されて
いる場
合、増
分リス
トア中
にソー
ス上の
qtree

間で移
動され
たファ
イルが
削除さ
れま
す。

この問題を
回避するに
は、ボリュ
ーム レベ
ル `NDMP

dumps`ま
たは
`ndmpcopy

`中に
`IGNORE_

CTIME`を
false に設
定する必要
がありま
す。

環境変数 有効な値 デフォルト 概要

マルチサブツリー名 string none バックアップが複数のサ
ブツリーのバックアップ
であることを指定しま
す。

文字列には複数のサブツ
リーが指定されます。文
字列は改行で区切ら
れ、NULLで終了するサブ
ツリー名のリストです。
サブツリーは、共通のル
ート ディレクトリを基準
とした相対パス名で指定
されます。ルート ディレ
クトリは、リストの最後
の要素として指定する必
要があります。

この変数を使用する場合
は、DMP_NAME 変数も
使用する必要がありま
す。

NDMP_UNICODE_FH Y または N N ファイル履歴情報にファ
イルの NFS 名に加えて
Unicode 名が含まれるよ
うに指定します。

このオプションはほとん
どのバックアップ アプリ
ケーションでは使用され
ません。バックアップ ア
プリケーションがこれら
の追加ファイル名を受け
取るように設計されてい
ない限り、このオプショ
ンを設定しないでくださ
い。HIST変数も設定する
必要があります。

ACLがありません Y または N N データのバックアップ時
に ACL をコピーしないよ
うに指定します。

13



環境変数 有効な値 デフォルト 概要

非クォータ qtree Y または N N データをバックアップす
るときに、qtree 内のファ
イルとディレクトリを無
視する必要があることを
指定します。

`Y`に設定すると、

FILESYSTEM変数で
指定されたデータセ

ット内のqtree内の
項目はバックアップ
されません。この変

数は、FILESYSTEM
変数でボリューム全
体を指定している場
合にのみ有効です。

NON_QUOTA_TREE

変数はレベル0のバ
ックアップでのみ機

能し、MULTI_SUBT

REE_NAMES変数が
指定されている場合
は機能しません。

バックアッ
プから除外
するように
指定された
ファイルま
たはディレ
クトリ
は、NON_

QUOTA_T

REE を `Y`

に同時に設
定した場
合、除外さ
れません。

NOWRITE Y または N N 復元操作でディスクにデ
ータを書き込まないよう
に指定します。

この変数はデバッグに使
用されます。
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環境変数 有効な値 デフォルト 概要

再帰的 Y または N Y DAR 復元中にディレクト
リ エントリを拡張するこ
とを指定します。

DIRECTおよ
びENHANCED_DAR_EN

ABLED環境変数も有効（
`Y`に設定）にする必要が
あります。RECURSIVE

変数が無効（ `N`に設定）
の場合、元のソースパス
にあるすべてのディレク
トリの権限とACLのみが
テープから復元され、デ
ィレクトリの内容は復元
されませ
ん。RECURSIVE変数が
`N`に設定されている場
合、また
はRECOVER_FULL_PAT

HS変数が `Y`に設定され
ている場合、リカバリパ
スは元のパスで終わる必
要があります。

RECURSIV

E変数が無
効で、複数
のリカバリ
パスが存在
する場合、
すべてのリ
カバリ パ
スが最長の
リカバリ
パス内に含
まれている
必要があり
ます。そう
でない場合
は、エラー
メッセージ
が表示され
ます。

たとえば、次のリカバリ
パスは、すべてのリカバ
リ パスが
`foo/dir1/deepdir/myfile`内
にあるため、有効です：

• /foo

/foo/dir

/foo/dir1/deepdi15



••

r

• /foo/dir1/deepdi

r/myfile

次のリカバリ パスは無効
です：

• /foo

• /foo/dir

• /foo/dir1/myfile

• /foo/dir2

• /foo/dir2/myfile

環境変数 有効な値 デフォルト 概要

フルパスのリカバリ Y または N N 完全なリカバリ パス
で、DAR 後に権限と ACL

が復元されることを指定
します。

DIRECT

とENHANCED_DAR_EN

ABLEDも有効（ `Y`に設
定）にする必要がありま
す。RECOVER_FULL_P

ATHSが `Y`に設定されて
いる場合、リカバリパス
は元のパスで終わる必要
があります。復元先ボリ
ュームに既にディレクト
リが存在する場合、それ
らの権限とACLはテープ
から復元されません。

UPDATE Y または N Y メタデータ情報を更新し
て、LEVEL ベースの増分
バックアップを有効にし
ます。

SMTape でサポートされている環境変数
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環境変数 有効な値 デフォルト 概要

BASE_DATE DUMP_DATE -1 増分バックアップの開始
日を指定します。

`BASE_DATE`は、

参照 Snapshot
識別子の文字列表現

です。SMTape

は、

`BASE_DATE`文字

列を使用して参照

Snapshot

を特定します。

`BASE_DATE`は、

ベースライン
バックアップには必
要ありません。増分
バックアップの場合
、前回のベースライ
ンまたは増分バック

アップの

`DUMP_DATE`変数

の値が

`BASE_DATE`変数
に割り当てられます
。

バックアップ アプリケー
ションは、以前の
SMTape ベースラインま
たは増分バックアップか
らの `DUMP_DATE`値を
割り当てます。
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環境変数 有効な値 デフォルト 概要

DUMP_DATE return_value none SMTapeバックアップの最
後に、DUMP_DATEに
は、そのバックアップに
使用されたSnapshotを識
別する文字列識別子が含
まれます。このSnapshot

は、後続の増分バックア
ップの参照Snapshotとし
て使用できます。

DUMP_DATE の結果値
は、後続の増分バックア
ップの BASE_DATE 値と
して使用されます。

SMTAPE_BACKUP_SET

_ID
string none ベースライン バックアッ

プに関連付けられた増分
バックアップのシーケン
スを識別します。

バックアップセットID

は、ベースラインバック
アップ中に生成される128

ビットの一意のIDです。
バックアップ アプリケー
ションは、増分バックア
ップ中にこのIDを
`SMTAPE_BACKUP_SET

_ID`変数への入力として
割り当てます。

SMTAPE_SNAPSHOT_N

AME
ボリューム内で利用可能
な有効な Snapshot

Invalid SMTAPE_SNAPSHOT_N

AME 変数が Snapshot に
設定されている場合、そ
の Snapshot とその古い
Snapshot がテープにバッ
クアップされます。

増分バックアップの場
合、この変数は増分スナ
ップショットを指定しま
す。BASE_DATE 変数は
ベースラインスナップシ
ョットを提供します。
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環境変数 有効な値 デフォルト 概要

SMTAPE_DELETE_SNA

PSHOT
Y または N N SMTapeによって自動的に

作成されたスナップショ
ットの場
合、SMTAPE_DELETE_

SNAPSHOT変数が `Y`に
設定されている場合、バ
ックアップ操作の完了
後、SMTapeはこのスナッ
プショットを削除しま
す。ただし、バックアッ
プ アプリケーションによ
って作成されたスナップ
ショットは削除されませ
ん。

SMTAPE_BREAK_MIRR

OR
Y または N N SMTAPE_BREAK_MIRR

OR 変数が `Y`に設定され
ている場合、 `DP`タイプ
のボリュームは、復元が
成功した後、 `RW`ボリュ
ームに変更されます。

19



著作権に関する情報

Copyright © 2026 NetApp, Inc. All Rights Reserved. Printed in the U.S.このドキュメントは著作権によって保
護されています。著作権所有者の書面による事前承諾がある場合を除き、画像媒体、電子媒体、および写真複
写、記録媒体、テープ媒体、電子検索システムへの組み込みを含む機械媒体など、いかなる形式および方法に
よる複製も禁止します。

ネットアップの著作物から派生したソフトウェアは、次に示す使用許諾条項および免責条項の対象となりま
す。

このソフトウェアは、ネットアップによって「現状のまま」提供されています。ネットアップは明示的な保
証、または商品性および特定目的に対する適合性の暗示的保証を含み、かつこれに限定されないいかなる暗示
的な保証も行いません。ネットアップは、代替品または代替サービスの調達、使用不能、データ損失、利益損
失、業務中断を含み、かつこれに限定されない、このソフトウェアの使用により生じたすべての直接的損害、
間接的損害、偶発的損害、特別損害、懲罰的損害、必然的損害の発生に対して、損失の発生の可能性が通知さ
れていたとしても、その発生理由、根拠とする責任論、契約の有無、厳格責任、不法行為（過失またはそうで
ない場合を含む）にかかわらず、一切の責任を負いません。

ネットアップは、ここに記載されているすべての製品に対する変更を随時、予告なく行う権利を保有します。
ネットアップによる明示的な書面による合意がある場合を除き、ここに記載されている製品の使用により生じ
る責任および義務に対して、ネットアップは責任を負いません。この製品の使用または購入は、ネットアップ
の特許権、商標権、または他の知的所有権に基づくライセンスの供与とはみなされません。

このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。

権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR

5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。

20

http://www.netapp.com/TM

	環境変数 : ONTAP 9
	目次
	環境変数
	ONTAP NDMPでサポートされている環境変数について学習します
	ONTAPでサポートされる環境変数
	ダンプとSMTapeでサポートされる環境変数
	ダンプでサポートされる環境変数
	SMTape でサポートされている環境変数



